
《重点取組項目》

Ａ

進路に関する情報を保護者に
対して研修会を行う等、保護
者が知りたいことを情報発信で
きており、評価できる。
高１から事業所見学を取り入
れるなどの取組があり、生徒が
具体的に進路についてイメー
ジできるよう努力している。
アンケート結果からも、「そう思
う」「ややそう思う」のトータル数
は多い状況が確認できる。

キャリア発達段階表と就労アセス
メントシート（Ｂ型アセスメント）を活
用し、実態把握を行う。実態、個
のニーズを基に、将来の生活に
必要な学習内容を選定し、個別
の指導計画を立案する。
小学部、中学部、高等部、寄宿舎
の連携を強化し、系統性のある一
貫した教育内容・学習内容を年間
計画として立案する。
児童生徒、保護者に具体的にイ
メージできるように進路に関する
情報を提供する。
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○体育、クラブ活動の充
　 実

＜現状＞
○地域の総合型スポーツクラブとの連携
　 や各種スポーツ大会への参加に取り組
   んできたが、週休日や長期休業中のス
　 ポーツへの取組に結びついていない。

＜評価指標＞
○体育の授業に、障害者スポーツの競技
　 種目を取り入れ、スポーツ（体育）を楽
　 しむことができたか。…授業評価
○休日等に地域の総合型スポーツクラブ
　 等を利用することができたか。
○多くの生徒が、各種スポーツ大会へ参
　 加できたか。

①体育の授業に、障害者スポーツの競
　 技種目の導入
②地域の総合型スポーツクラブとの連携
　 ・スポーツ指導員等の招へい及び
　　 活動の実施
　 ・校外学習として、地域の総合型ス
　　 ポーツクラブの利用
   ・保護者への理解・啓発の実施
③各種障害者スポーツ大会への参加
　 （各種大会への参加）

C

①障害者も楽しめるスポーツを
授業に導入できている（高等
部）。
②地域のスポーツクラブと連携
し、 障害者スポーツ体験教室
や、また、夏休みには親子体
験教室を行った。
③計画どおりに参加することが
できている。自己ベストを更新
するなど、競技に対する向上心
がついてきている。

①体育の授業での障害者スポーツの取組
状況を把握し、各学部で共有する。
②令和２年１月５日には、土佐市民体育館
で親子体験教室を実施する。担当教員だ
けでなく、担任からも児童生徒や保護者に
働きかけるよう主事会や運営委員会を通じ
て伝える。
③スポーツ大会について全校集会でも知
らせ児童生徒の興味・関心を高める。

B

①初任者の教員を中心に、これまであまり体育で扱わなかった
ニュースポーツ、キンボール、タグラグビー等を導入した。誰も
が楽しめ、取り組める内容を研究し授業に活気が出た。
②当日は２０名の児童生徒、保護者が参加し、いろいろなス
ポーツを楽しんだ。ビラの配布に加え、生徒に直接声をかけた
り、会場への移動の支援を工夫したりして取り組んだ。来年度
も同様に取り組み、さらに取り組みが認知されるようにしたい。
③体育館改修のため、全校集会は放送ですることとなったが、
スポーツ大会の周知については担任や、保健体育部の教員
が児童生徒や保護者に直接、声を掛けたりチラシを配布したり
して行った。

B

障害者スポーツとして多くの種
目に取り組んでいる。種目名
では初めて聞くものがあった。
新たな競技や運動をどんどん
取り入れている。
地域の総合スポーツクラブとも
連携して障害者スポーツの推
進、生涯スポーツに学齢期か
ら取り組んでいる。こうした取組
は評価できる。

体育の種目、運動会の種目など
にも障害者スポーツを取り入れ、
小学部から高等部まで系統性の
ある体育の学習内容を設定する。
地域の総合スポーツクラブと連携
し、在校生、卒業生の余暇支援と
してスポーツを推進する。
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○キャリア発達段階に応
　 じた適切な教育の推進
　 及び進路指導の充実

＜現状＞
○各児童生徒の実態把握のためのキャ
　 リア発達段階表及び就労アセスメント
　 シートの有効活用が不十分である。
○生徒の実態の多様化に適切に対応し
　 ていくために、実習・進路先の確保が
　 必要である。

＜評価指標＞
○児童生徒のキャリア発達に基づいて
　 学習指導が行えたか。
○進路学習を計画的に実施できたか。
○生徒の実態に基づいた新たな実習
　 先・進路先が確保できたか。
○アフターケアの充実が図られたか。
○保護者を巻き込んだキャリア教育の
　 推進が実施できたか。

①キャリア発達段階表による実態把握及
　 び評価　(年度初めと年度末に実施)
②就労アセスメントシート（B型アセスメン
ト）の活用 （高等部）
③①と②をリンクさせ、系統性のある一
　 貫した指導の実施
④進路学習の取組…福祉サービス、進
　 路ガイダンス等(高等部…14回／年)
⑤就職アドバイザーと連携して実習・進
　 路先を開拓…新規に10件
⑥アフターケアの充実
⑦進路だよりの発行（３回／年）
⑧保護者への情報提供（進路研修会等
　 の開催、「進路の手引き」の発行）
⑨「進路指導の手引き」（教員用）の改
　 訂
⑩キャリア教育充実事業を活用し、生徒
　 の事業所等の施設見学の実施

＜現状＞
○公開授業・研究授業を実施しても、最
　 後まで参観できる教師がおらず、授業
　 研究協議が深まっていない。
○専門性を高めるためには、外部専門家
　 による指導・助言が必要である。

＜評価指標＞
○学習過程分析表を活用し、授業づくり
　 及び授業改善を行うことができたか。
　 …「授業改善チーム」による評価
○授業の改善点について、学部間で共
　 有できたか。
○学習過程分析表の改善が図られた
   か。

①「授業改善チーム」を編制
　・研究授業及び公開授業を参観
　・授業後の授業研究協議の実施
　・改善点を取りまとめ、各学部の学部研
　 で改善点を共有
② 研究授業…年間2回実施
　　公開授業…各学年、年間1回以上実
　  施
③学習過程分析表の活用と改善
　 （研究授業、公開授業の授業者）
　 (研究部及び管理職)
④外部専門家の招へい…指導・助言、
　 「主体的・対話的で深い学び」の検証

B

①授業改善チームによる授業
参観及び研究協議は進めるこ
とができている。
②研究授業・公開授業とも計
画どおりに実施できている。
③学習過程分析表は昨年度の
成果を基に改善し、順調に活
用できている。
④校内研修会（6月）におい
て、外部専門家から「学習過程
分析表に基づく授業改善」に
ついて示唆していただいた。学
習過程分析表を使用してグ
ループ討議を行った。

①学部主事の負担軽減を図るために、授
業参観後の意見を教頭に提出し、教頭が
取りまとめて研究協議に臨むことにした。
②計画の進捗状況を管理職が研究部とと
もに確認していく。
③学習過程分析表の活用してみての意見
を取りまとめ、改善につなげていく。
④研究協議において、確実に検証してい
く。

B

いろいろと工夫しているが、仕
事があるために残業につな
がっているところもある。
子どもたちのために、授業の準
備もされている。
評価しにくいところもあるが、働
き方改革ということで、工夫し、
取り組んだことに対しては評価
できる。

各学部、各分掌の業務内容を可
視化し、業務内容を整理・削減す
る。また、役割分担についても可
視化し、過重になっていないか、
平準化されているか確認する。
学校閉庁日を夏季休業中に実施
する。
初任者の自己研修日を確実に設
ける。
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○「主体的、対話的で深い学び」の視点を生かした、教育実践(ＭＩＲＡＩプロジェクト)
○適切な実態把握を基にした、小・中・高・寄宿舎の連携による、一貫した系統的組織的な指導実践
　　及び点検評価
○家庭、地域との連携及び障害者スポーツの推進
○カリキュラム・マネジメントの視点で、学校全体の構造や取組を評価するシステムの構築

B

①授業改善チームの教員が研究授業を参観し、授業につい
てアドバイスすることができた。
②③研究部長と研究部員が協力し、計画通りに研究推進でき
た。特に、授業づくり・授業改善においては、どの学部でも学
習過程分析表を積極的に用い、授業研究が行われた。
④校内研修では、大学教授から学習過程分析表に基づき、付
せんを活用したグループ討議のやり方が具体的に示され、ど
の学部でも導入したところ活発に討議が行われた。 B

授業を見て意見を言うというこ
とについては、ワークショップの
やり方を取り入れたことは、多く
の意見を得ることができ、また
書くことで評価が残されやすく
良い取組である。
授業研究について工夫が見ら
れる。
一方で、授業参観体制につい
ては課題が残されている。

成果物である「学習過程分析表」
を日常的に活用できるように改善
する。
授業参観については、ビデオを用
いて行い、グループ討議の時間を
確保する。
今年度の取組を次年度も継続す
ることでやり方に慣れ、定着させて
いく。
授業改善に向けてより充実した討
議を行い、授業改善の仕組みとし
て構築する。

B

①年度当初の実態確認は実施
済み。
②就労アセスメントシート（B型
アセスメン ト）は、（高等部担任
がチェックして資料として進路
指導に活用した。
③①と②をリンクした取組は今
後教員に周知して取り組むよう
にしたい。
④進路学習は1学期に8回実
施できた。
⑤新規実習・進路先は、10件
開拓済み。
⑥夏季休業中の同窓会におい
て、85名の聞き取りができた。
⑦1学期に進路だよりを2回発
行した。
⑧4月のPTA総会において配
布・説明を実施した。
⑨「進路指導の手引き」は教職
員用として来年度からの活用と
した。
⑩高等部1年生対象の施設等
見学を計画した。

①年度末評価に向けて、キャリア発達を促
す取組みを実施していく。
②引き続き、就労アセスメントシートを活用
して実態把握に生かし、進路保障に役立
てる。
③①と②をリンクして実態把握をし、生徒各
自に合う実習先、進路先の確保に役立て
るよう取組を継続する。
④引き続き、生徒の様子等を見ながら、必
要な事柄を進路学習に取り入れて取り組
む。
⑤引き続き実習・進路先の開拓に取り組
む。
⑥聞き取りの内容から卒業生のニーズを把
握しアフターケアに役立てる。
⑦あと2回の発行を計画的に実施してい
く。
⑧進路の手引きの内容の充実に取り組
む。
⑨「進路指導の手引き」は教職員用として
来年度活用に向けて計画して取り組む。
⑩高等部1年生対象に、事業所、企業、グ
ループホーム等の見学に取り組む。

B

①学校での指導のための根拠となるよう担任がチェックしてい
る。
②現場実習に特化して実習前に評価し、実習後課題がどのよ
うに変化したかをみている。③現段階で、両方をリンクした形で
の活用はできているとは言い難い。
④1月時点で１４回実施。実習オリエンテーション、中間反省
会、事後学習等をしっかりとやることで、その後の学習や進路
選択に生かせた。
⑤１月時点で２０件を超えている。進路担当、就職アドバイザー
が計画的に職場開拓に取り組み、実習先に幅が広がった。
⑥１月時点で、電話相談も含め２００件以上実施。進路先から
の要請、必要に応じてのケース会、学校からの発信等、「アフ
ターケア永久保証」を実践することができ、進路先や関係機関
から信用を得ることができた。
⑦１月時点ですでに３回実施、年度内に目標をクリアできる。
情報を発信し、保護者啓発に生かすことができた。
⑧進路研修会を計画的に実施し、保護者の参加が昨年度より
増えた。夏の研修では事業所の話を聞き、事業者の方々と直
接話し合い、良い情報交換ができた。「進路の手引き」は高等
部保護者に配布し、活用してもらうようにした。
⑨教員用の進路指導の手引きは、今年度中に仕上げ、次年
度から高等部教員に配布し活用していく。
⑩高等部１年生対象に２月に実施。企業、事業所、グループ
ホームを直に見学することで、卒業後の進路選択に向けてイ
メージをもてたり、今後の現場実習に向けての意欲づけとなっ
た。

《取組の
方向性》

①チーム学校の構築
②厳しい環境にある子どもたちへの支援
③地域との連携・協働
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小学部：自分のことは自分で行い、みんなと一緒に活動する児童
中学部：個々のもてる力を高め、生活に必要な力を身に付けた生徒
高等部：自らの力を発揮することによって自己実現を図り、社会的自立につながる力を身に付けた生
　　　　　徒
寄宿舎：仲間と共に生きる喜びを共有し生活自立や社会自立ができる力を身に付けた児童生徒

働

き

方

改

革

○働き方改革の意義を
   理解し、教職員相互の
   思いやりと信頼による
   業務遂行

＜現状＞
○分掌部長等の長に業務が集中してお
　 り、教科業務や学級業務の遂行にも支
　 障をきたしている部署がある。

＜評価指標＞
○各分掌部・委員会での業務内容の点
 　検を確実に行い、改善できたか。
○長時間勤務者(45時間以上／月)の縮
　 減及び（80時間／月）のゼロを維持で
    きたか。

①分掌業務の平準化（分掌内での業務
　 の分散）
②各分掌部・委員会での業務内容の点
　 検
③学校行事等の企画・実施に当たり、複
　 数の部署が連携して取り組む。
④業務記録表の確認及び長時間勤務者
　 (45時間以上／月)に対する声掛け
⑤夏期一斉学校閉庁日(100％)の実施
　 に向けて準備を推進

D

①分掌部で業務の平準化、削
減について当初面談で聞き取
りを行った。
②9月の職員会で再度投げか
けを行った。
③分掌内の業務の整理が未解
決。
④長時間勤務者（45時間以
上）はほぼ特定の教職員となっ
ている。
⑤閉庁日（管理職対応）を施行
した。

①②③働き方改革の意義について示し、
共通理解を図ったが、さらに意識が高まる
よう伝えていく。校務見直しシートを作成、
活用し「やめる、変える、減らす」業務を把
握する。業務内容を整理・削減する。
④引き続き、声掛けや相談にのる体制を続
けていく。
⑤次年度の完全実施に向けて、管理員の
予算を計上していく。

C

①②③各学部、各分掌で行事や業務内容、役割分担につい
て検討した。業務内容を把握し、整理、削減につながった。次
年度からは通知表作成を２回し、教員の負担軽減を図る。
④19時退勤を示したことで、退勤時刻を意識し、１9時以降に
残る教員が減った。
⑤夏休みの閉庁日には出勤する教職員はいなかった。
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○主体的・対話的で深い
　 学びの視点に基づい
　 た授業づくり及び授業
　 改善

高知県立日高特別支援学校

《高知県
の教育の
基本理

念》

（１）学ぶ意欲にあふれ、心豊かでたくましく夢に向かって羽ばたく子どもたち
（２）郷土への愛着と誇りを持ち、高い志を掲げ、日本や高知の未来を切り拓く人材

学
校
像

○ 子どもたちが楽しく学べる学校
○ 保護者が安心して子どもを任せられる学校
○ 地域にとってなくてはならい存在の学校
○ 教職員一人一人が力を発揮できる学校

（評価　A:目標を十分に達成　　B:ほぼ目標を達成　　C:やや不十分　　D:改善を要する）

項目 取組ねらい　【P】 現状と目標【評価指標】 具体的な取組内容　【D】 中間評価　【C】 中間評価後の取組内容【P・D】 年度末評価　【C】 学校関係者評価 見直しのポイント　【A】


